
10月 5 日（金）、東京にてMoney Forwardが毎年主催しているMFクラウドExpoが開催されました。今回のテーマは『INNOVATION
（革新）』。イノベーションを起こしてきた創業者や経営者による講演や最新のクラウドサービスが紹介されました。
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会場は東京の赤坂にある ANA インターコンチネンタルホテ
ル東京。高級ホテルで行われたイベントは、 9 時半から19時ま
で 1 日中、ホテルの 1 フロアに最大 6 つの会場に分かれてセミ
ナーが行われた他、最新のクラウドサービスを体感できるブー
スが30社ほど出展しており、その中に人がぎっしり、IT 企業
の勢いを感じるには十分でした。

■ IT で業務改善・効率
「働き方改革」が謳われる近年、効率化だけでなく離職防止

に繋がる業務改善のため、「salesforce」「ChatWork」「LINE 
WORKS」「SATORI」「ZOHO」などの IT クラウドサービスを
使う企業の事例が印象的でした。効率化はクラウドサービスで
行えますが、便利なツールを活かすも殺すも人間の使い方次第。
遊文舎も昨年から ChatWork を導入していますが、もっと活用
し業務改善できる余地があると感じました。登壇した IT 企業
から「ITは半年前に見送った技術でもその後、劇的な進化によっ
て活用できることがままある」とあり、日進月歩の IT、常に
最新の情報に触れる機会が必要だと痛感しました。

■ 熱いジャパネットたかた氏
最後に行われた特別講演は、わずか一代で年商 1 ,759億円の

企業を築き上げた株式会社ジャパネットたかた 創業者の高田
明さんの講演。機械製造メーカーの通訳からご家族が経営され
るカメラ店、そしてジャパネットたかたへと通販事業を展開し

ていったご自身の経験をユーモアを交え、ものすごい熱量で話
されました。何百人もいる観客が感化され、熱量が伝染してい
き、聴く者へ熱く元気を与える。高田氏は一流の経営者だけで
なく、素晴らしいモチベーターでもあるんだと感じました。ま
た「使命（ミッション）を明確に、情熱（パッション）をもち、
行動（アクション）する。」という言葉は起業家ではない私にも、
刺さるものがありました。

■ 最新 IT 技術のご提案も
遊文舎のような印刷業はなにもしないと、どんどん遅れてい

きますので、常にアンテナをはって使えるツールは導入し業務
をしっかり動かしていかないといけません。ChatWork は一例
ですが、遊文舎では古くは「ぷぷり」といった MIS を早くか
ら開発しましたし、最近も仕事の進捗管理ツールを入れたり、
必要に応じてシステム開発をして業務をサポートするようにし
ています。また、印刷業だけにとどまらず新しいマーケティン
グや最新の IT 技術を使ったご提案などいつでもできるように
心がけています。

新しい情報と高田明さんからいただいたパッションで、これ
からも IT による業務改善とより良い製品作りに情熱を注いで
いきたいとおもいます。以上、多くのことを得られた MF クラ
ウド Expo でした。 （制作課　米田 達生）
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▪今月の紙▪ サテン金藤
菊判／76.5kg

遊文舎の制作課の特徴は、デザインの表現性や訴求力
の追求はもちろん、アプリケーションの性能を最大限に
活かし、効率的に大量のタスクを短時間でこなす生産性
の向上を常に追及しているところにあります。その目的
は、お客様への商品サービス提供の品質・スピードアッ
プが第一ですが、遊文舎スタッフの時短促進による労働
環境改善を継続していくことにもあります。今回は、少
しでも皆様のご参考になればと、その効果を最も活かせ
る Adobe 社製「インデザイン」の機能のご紹介をした
いと思います。

●表組
お客様から入稿していただく表データのほとんどは Excel

で作成されています。Excel の「関数」機能は、優秀で事
務系ソフトとして確固たる地位を築いています。その Excel
データをインデザインの「表」機能を使い、「行間」や「揃
え」などに注意しながら、読みやすいデザインへ作り変え
ていくことができます。

●スクリプト
「Java Script」というプログラミング言語を使用して、

作業を自動化したり、新しい機能を作りだすなど、求める
結果に対してクリックひとつで作業することができる優れ
た機能です。

◦複数の画像を決まった場所に貼り付ける
◦ 1 つのアイテムを指定した回数分複製する
◦膨大な量がある表の中から、指定した行のみ抜き出す
などなど、できることが多すぎて書きれないほどです。

スクリプトを活用すれば、手作業で数日かかっていた仕事
が半日でできる、といったことも可能です。

●データ結合
いわゆる「自動組版」と呼ばれる機能で、決まったレイ

アウトに異なる文字や写真などを自動で発生させていくこ
とができる機能です。スーパーや電気店のチラシなどは、
同じレイアウトの中に異なる商品名や価格が表示されてい
ます。それらは「自動組版」の機能で、複数ページに一気
にテキストや写真を流し込み、最終的に微調整のみで作業
が完了することも可能になりました。

ひと昔前なら印刷した後、ひとつひとつ手動で行なって
いたナンバリングを付ける作業も自動で行うことができる
ため、スクリプト機能と同様に画期的な機能です。

●正規表現
文字組版の効率化に劇的な変化をもらたしたのが、この

「正規表現」の機能です。指定した文字を一度で他の文字
に置き換えるのであれば、ほかのアプリケーションでも可
能ですが、「フォント・大きさ・色・飾り」といった情報
を含めた「任意のひと文字」を別のデザインに変更するこ
とがインデザインでは可能です。

私たち文字を扱うオペレーターはこの「正規表現」をど
れだけ理解し駆使できるかで、時間短縮や正確な修正作業
をすることに「差」をつけることができます。

お客様からの要望を「形」にするのが、私たち「制作」
の仕事です。こうしてアプリケーションの機能をお伝えす
ることで、「印刷会社に頼むことではないかも」「やってほ
しいことがあるけど、どうしたらいいかな」などの不安や
戸惑いを少しでもなくして頂ければ幸いです。

まずは、担当させていただいている営業に何でもご相談
ください。

今回はインデザインの機能のほんの一部をお伝えしただ
けですが、ご質問などはいつでもお気軽にお尋ねください。

（東京支店制作課　TIARI）

InDesignのご紹介

【DTP（デスクトップパブリケーション）】
必須アプリケーション

インデザイン

生活クラブ関西
「食べるカタログ」

タブロイド判、16頁、
フルカラー毎週発行

「自動組版」機能を最大限に
活かしシステム化したことで、
より正確で質の高い製品を仕上
げることができています。以前
は 4 人がかりで 2 日かかってい
た作業が、現在は 1 人、 6 時間
で仕上げています。

◦ 編 集 後 記 ◦
最近遊文舎では健康経営の取り組みが始まりました。昼食のお弁当を何種類かのメニューから選んで頼めたり、休憩室の設置

等、従業員の健康づくりを推進しています。私も健康について意識が高まり、日々の食事のカロリーを記録するようになりまし
た。健康な生活をこれから先も送れるように意識していきたいと思っています。� （おっくん）
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国立民族学博物館
「国立民族学博物館調査報告
（Senri Ethnological Reports）」
日本語を中心に多言語を含む
A 4 判、モノクロ

インデザインは多言語にも対応できます。世
界各国のさまざまな言語も以前はコピー＆ペー
スト、なおかつ各言語に対応させるために原稿
とにらめっこすることが当たり前でしたが、現
在は「正規表現」の活用により、作業時間は
1 / 3 から 1 / 4 ほどに効率が UP しました。


